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はじめに

　本研究は，はだし保育，芝生保育に関する議論がなさ

れる機会が多くなっている今日，これまで必ずしも明ら

かにされていなかったはだし保育あるいは園庭における

土，芝などでの立地条件が，保育所の園児の健康・運動

面，心理発達面等に及ぼす影響について， 比較的長期間

にわたり検討し，保育所における園庭のあり方1ζついて

考察を加えることを目的としてすすめられている。本報

告は，その第2馨である。

1　目　的

　現在，園庭に芝生が植えられている保育所における芝

生保育にかかわる実態，効果等について調査・分析を行

い，芝生保育の効果とその課題について考察する。

u　方　法

　「保育所健康・安全管理実態調査」（日本保育協会，

昭和58年度報告）の結果，園庭に芝生を有していること

が判明した保育所129園を対象に，別添資料のとおりの

r芝生保育に関する調査」を実施した。調盃は，昭和59

年9月から10月にかけて行い，表1のとおり，129園中

回答のあった保育所は，公立48園，私立44園計92園（回

収率71．3彩）であっ・た。　なお，表1にみるとおり，芝

生の園庭をもつ保育所を全国的にみると，北海道・東北

地区及び九州地区が最も多く，関東地区がこれに続いて

参り，近畿地区，中国・四国地区が少ない。今回の調査

で回答のあった保育所の地区別分布は，ほぼ上述の状況を

反映している。このうち・回答の内容から非該当のもの

を除き，公立46園，私立42園計88園（68．2彩）について

分析した。

表1　調査対象数及び調査回答数の地区別分布

調査対象数 調査回答数（回答率）

公立 私立 計 公　立 私　立 計

北海道・
　　　北

13 14 27 　　％
（69，2）

　　鰯
1（78．6）

　　　％
0（74．1）

関　　　東 8 14 22 5（62．5） 10（71．4） 15（68．2）

東　　　海 8 6 14 8（100，0） 4（66マ） 12（85．7）

北　僖　越 夏2 5 亘7 10（83．3） 3（60．O） 且3（76．5）

近　　　競 3 8 夏1 3（1DO，0） 2（25ρ） 5（45．5）

中国・四国 6 6 夏2 6（100．0） 3（50．0） 9（75．0）

九　　　州
10 且6 26 7（70，0） U（68．8） 18（69．2）

計 60 69
夏29

凱　　彩
8（80．0）

獅　　％
4（63，8）

羅　　彩
2（7且、3）

掻回答のあった保育所のうち公立2園，私立2園計4園が
　内容的に非該当
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皿　結　果

　1，定　員

　保育所の定員別の分布をみると，表2のとおりである。

母集団である「保育所健穣。安全管理実態調査」（以下

母集団と略）による定員別分布と比較してみると，

定員規模が小さい保育所の方が芝生のある園が多いこと

がわかる。とくに定員45人以下の保育所は，母集団より

も非常に高い害II合でみられた。このような傾向は，とく

に私立の保育所に顕著であった。

　2．敷地面積・園庭面積

　敷地面積及ぴ園庭面楼の分布をみると，表3及び表4

のとおりである。敷地面積が2，000㎡を超える保育所は，

全体の47．7％と半数近くに及び，母集団が29．1％である

のと比較し，より広い敷地面積を有している保育所が多

いことがわかる。この傾向はとくに公立の保育所に顕著

であり，2，500㎡を超える園は43．5彩と，母集団の25．4

％をはるかに上廻るものであった。

　一方，園庭面積をみても，同じ傾向がみられた。母築

団全体の園庭面積別分布は把握できなかったが，土砂の

園庭と比較すると・表4にみるとおり，芝生のある保育

所の方が園庭面積が広い傾向がある。800㎡を超える保

表2　定　　員 （％）

公　立 私　立
言十

～　45名 6（13．0） 7（16．7） 13（14．8）

～　60 12（26．1） 18（42．9） 30（34．1）

～　90 16（34．8） 8（19．0〉 24（27．3）

～120 9（19．6） 3（7，1〉 12（13．6）

121～ 3（6．5） 6（14．3） 9（10．2）

言十 46（100．0） 42（100，0） 88（100．0）

表3　敷地面積

公　立 私　立 言十

～1，000㎡ 3（6．5） 7（16．7） 10（11．4）

～1，500 3（6．5） 10（23．8） 13（14．8）

～2，000 10（21．7） 13（31．0〉 23（26．1）

～2，500 10（2L7） 6（14．3〉 16（18．2）

～3，500 13（28，3） 2（4．8） 15（17．0）

3，500，1～ 7（15．2） 4（9．5） 11（12．5）

計 46（100．0） 42（100．0） 88（100，0）

育所は全体の58％を占め，1，600㎡を超える園も20％以

上みられ，芝生が植えられている保育所では比較的広い

敷地，園庭をもっところが多いといえる。

　3．芝生面積と園庭に占める芝生の面積の割合

　芝生面穣の分布を，自然芝，人工芝，自然．・人工芝別

にみると，表5のとおりである。公立の93．5％，私立の

91，1％が自然芝を植えており，人工芝のみの保育所は10

％に満たない。芝生の面積は最小5．0㎡から最大2，000．0

㎡に及んでいる。人工芝の場合は，概して芝生の面積は

狭いことになるが，しかしその最小面積は，280㎡であ

った。

　芝生面積別の分布をみると，図1のとおり，i50．1㎡か

ら400㎡までのところが全体の約3分の1を数えており，

400㎡以下で全体の75．0％を占めている。平均の芝生面

積を算出すると322．5㎡である。これをさらに，園庭に

占める芝生の割合でみたものが，図2である。芝生が園

庭の20％を超える保育所が全体の半数以上を数えるが，

園庭の半分以上が芝生となっている保育所は5分の1に

過ぎない。全面が芝生となっている保育所は全体の3．4

％にあたる3園（公立1園私立2園）であった。

　4．園児ひとり当りの芝生の面積

　園児ひとり当りの芝生面積をみると，図3のとおり1，1

㎡から3．3㎡までのところが全体の約3分の1を占め，

（参考）母築団の定員別分布

公　立 私　立 計

～　45名 8．3％ 8，4彩 8．3％

～　60 25．7 35．2 29．8

～　90 25．4 27．7 26．4

～120 27．3 17．1 23．0

121～ 13．3 11．6 12．5

計 100．0 100．0 100．0

（参考〉母集団の敷地面積別の分布

公　　立 私　立 計

～1，000㎡　　　14．5％ 31．6％ 22．0％

～1，500 25．0 28．6 26．6

～2，000 23．4 20．8 22．3

～2，500 11．7 8．5 工0．3

～3，500 15．3 7．0 11．6

3，500．1～ 10．1 3．5 7．2

計 100．0 100．0 100．0
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表4園庭面積

網野他：保育環境の効果に関する研究

　　　　　　　（参考）母集団の園庭面積（土砂〉別の分布
　　　幽

公　立 私　立
言十

～　400㎡ 1（2，2） 7（16．7） 8（9．1）

～　　800 19（41．3） 10（23．8） 29（33．0）

～1，20D 9（19．6） 8（19，0） 17（19．3）

～1．600 6（13．0） 10（23．8） 16（18．2）

～2，800 10（2L7） 3（7，1） 13（14．8〉

2、800．1～ 1（2．2） 4（9．5） 5（5．7）

言十 46（100．0） 42（99．9） 88（100．1）

表5　芝の種類別芝生面積

公、立 私　立 計

～　400㎡ 19．7％ 29．5％ 24．3％

～　800　 30．6 33．7 32．0

～1，200 20．6 19．5 20．1

～1，600 10．7 10．3 10．5

～2，800 14．6 5．8 10．5

2，800．1～ 3．9 1．1 2．6

計 100．1 99．9 100．0

（％），く％〉

自然芝のみ 自然・人工芝 人工芝のみ 計

公 立 私　立 公　立 私　立 公　立 私　立 公　立 私　立 計

～　50．0㎡ 7 6 0 0 1 0 8（17，4） 6（工4．3） 14（15．9）

～150．0 9 9 0 2 0 3 9（19，6） 14（33．3） 23（26．1）

～400，0 工7． 7 0 2 2 1 19（41・呂） 10（23．8） 29（33，0）

～600．0 7 6 0 0 0 0 7（15．2） 6（14．3〉 13（14．8）

～800．0 1 4 0 0 0 0 1（2．2） 4（9．5） 5（5．7）

800，1～ 2 2 0 0 0 0 2（4．3） 2（4．8） 4（4、5）

計
43く93．ゆ 34く81．6＞ 0〈0．0＞ 4＜9．ゆ 3＜6，5〉 4＜9，5＞ 46く100．（》 42〈100．（隣

88（100．0）

77く87．5〉　　　　　　　　　　　4＜　4．5＞ 7く8．0〉 88〈100．0＞

　㎡～800

〈～600
芝

生

の

　～400
面・

積V

　～15①

　～50

図1

　　　　　　　14β男

　　　　33．O％

　26，1鰯

芝生の面稜別園数の槽成割合

1DO怒

〈
園
庭
に

勇
皇～

50

器
匙3。V

　～20

　智且0

　～5
　　2馳．6％
15，9％

｝3，筋

亘9．3％

15．9％

3，45

10．3％

図2　園庭に占める芝生の面積の割合別

　　園数の構成割合
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網野他：保育環境の効果に関する研究

ないが）コウライ，ケンタッキー，フェスタなどがあげ

られている。

　芝生の植え込みの状況をみると，図2にみたとおり，

芝生の面積が園庭の面積と一致した保育所は3．4％であ

ったが，園庭全体に芝生のある状態を考慮している保育

所は，表8にみるとおり工3．6％である。全体の4分の3

の保育所では，部分的に芝生を植えており，約10％の保

育所で，園庭以外に芝生を植えている。

　芝生の平均面積322．5げを超え，且つ園児ひとり当り

の芝生の平均面積3．85㎡をも超える大規模な芝生園庭を

もつ保育所（以下大規模園と略）は，公立12園，私立12

園計24園であるが，このうちの37．5％にあたる39園は，

園庭全体に芝生のある状態を考慮している。したがって

この方針をもつ保育所は，むしろ芝生の面積も広い園に

より多くみられることがわかっ た。

　なお，公私別ではとくに差異はみられなかった。

表8　芝生の植え込みの状況 （％）

計 大規模園
再掲）

園　　庭　　全　　体 12（13．8） 9（37．5）

園　庭　の　一　部 66（75．9） 15（62．5）

園　庭　　と　は　別 8（9．2〉 0（ 0．0）

園庭の一部。園庭とは別 1（　1．1） 0（0．0）

計 87（100．0） 24（100．0）

N，A．を除く

了．はだし保育の状況

はだし保育の効果にっいては，継続して研究中である

表9芝生とはだし

が9）今回の調査ではジ芝生にはだしで入ることについて

は，表9にみるとおり，すべての保育所においてはだし

で入ってもよい条件を整えている。その中で，芝生には

はだしで入らせる園，及びはだし保育を行っているため・

当然芝生にははだしで入らせる園は，全体の4分の1に

のぼった。その割合は私立の保育所の方が高かった。し

かし，大規模園においては，逆にはだし保育を行ってい

る割合は低いという結果がみられた。

　8．芝生園庭及び土園庭での遊びの相違

　芝生があることによって，一般に多くみられる土園庭

での遊びと相違する点がみられるかどうかについて調査

したところ，表10のとおり，全体の4分の3以上の保育

所では相違があるとしている。公立の保育所でその割合

が非常に高い。また，大規模園においても，相違がある

としている。公立の保育所でその割合が非常に高い。ま

た，大規模園においても，相違があるとする保育所の割

合が高い結果がみられた。

　どのような点で相違がみられるかについて，具体的記

述をもとに・遊びの種類2）でこれを分析したところ，芝

生園庭でよくみられる遊びの種類は，図5のとおりであ

った。

　Indoor－Like　Playが，土園庭での遊びと相違する

と指摘した保育所は，全体の59．8％（相違があると回答

した保育所の778彩）にのぼり，屋外において室内的遊

びを構成するというひとっの特徴が示されている。また・

Partial　Movement　Playも保育所全体の4L5％（同

54ρ％）が相違すると指摘し，芝生上ではよごれを気にせ

ず，伸びのびと全身を移動，回転させる遊びがみられる

ことがわかる。また，保育所全体の20．7％（同27．0％）

公　立 私　立 計 大規模園
再掲）

芝生には靴で入っても，はだしで入ってもかまわない 36（78．3♪ 29（72．5） 65（75．6） 22（91．7）

は保　　芝生には，はだしで入らせる 3（6．5） 4（10．0） 7（8，1） 1（4，2）
だし育　　芝生，土の区別なくはだし保育を行づている

7（15．2） 7（17．5） 14（16．3） 1（42）

計 46（100．0） 　※

0（1000）
86（100．0） 24（100．1）

（％）

表10芝生と土の園庭での遊ぴの相違 （％）

公　　　立 私　　　立 計 大規模園
（再掲）

両者』には相違がある 37（84．1） 26（68．4） 63（76．8） 20（83．3）

両者にはあまり相違はない 7（15．9）、 12（3L6） 19‘23．2） 4（16，7）

計 44（工00．0） 38（100．0） 82（100．0） 24（100．1）
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W正de　Movement　Play
　澤”陸丁』、

i轍 漁
蕪29・3彩

Locomoしive　MQvemenしPiay 郵膨

ParUa　Movement　Play 鐵灘麟縫41・5驚

Play　with　NatUre 鞭脇
耳nsヒrumentai　play 0．0％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　x丁猟「 撒欄 瓢 ㎜鼎「』
indoor－Like　Piay

図5　芝生園庭でよくみられる遊びの種類

ではあるが，芝生，草，昆虫など自然，動・植物とのか

かわりの多いPlay　wlth　Natureを指摘する保育所も

みられた。一方，土園庭での遊びと比較的共通の態様を

示すWide　Movement　Playも保育所全体の29．3％

（同38．1％）が相違すると指摘している。土園庭よりも

汚れを気に賦制限なく活動できる点が，両者の相違と

してあげられている。

　9，芝生を好んで利用している園児の割合

　芝生園庭を自由に利用できる場合，芝生を好んで利用

している園児の割合を年齢別にみると，図6のとおりで

ある。全年齢を通じて，全体の7害II以上の保育所では，

半数以上の園児が好んで利用している。しかし，0歳乃

至1歳の場合は，芝生の利用が保育所や保母の保育方針

に左右されることを考慮に入れても，年齢段階別にひと

つの傾向がみられることが明らかである。即ち，ほぼ全

員が芝生を好んで利用する傾向は，0歳児が最も高く，

年齢とともにその割合は低下している。また，ほぼ全員

が芝生を利用しない割合も，0歳児が最も高いが，他の

年齢群ではその割合は10％に満たない。乳児保育を行っ

ている保育所では，屋外に芝生がある場合，これを保育

に利用する傾向がみられ，年齢が長ずるにしたがい芝生

を利用する園児の割合はおおむね減少する傾向がみられる。

　しかし，図6にみられるように，大規模園では5歳児

の段階においても，ほぼ全員が芝生を好んで利用する保

育所は73．7％にのぼっている。

％

ほ

ず

全

員

趣｛

灘｛

66．9
63、争

5，011i

3．3

62．5

3，gili

56．2 55．3
55．1

70．0

譲1』騒”縫雛鋤’蓑 肇

18．8、i：

0．0

18．4：：1

貰4．5i＝i

　　n，1il

　7．4

鱗鰻聡

2塾，7

丘5，0i＝i

18．4
　亙8．L

マ　 π　　

10．0

欝
2i

峯＝i

華翻 鍵
0
歳
児

圧

歳
児

2
歳
児

3
歳
児

4
歳
児

5
歳
児 離

（再書昌）

図6　芝生を好んで利用する園児の，利用度合別，

　　年齢別害II合（N．A．を除く）
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　10．芝生があることの長所と短所

　芝生があることによって，園児の健康面・運動面，精

神・心理面，並びに園の管理面において，長所と短所が

みられるかどうか，また，具体的にはどのような内容か

についてみると，表11及び図アのとおりである。短所あ

りよりも長所ありと回答した保育所の方が多く，とくに

園児の健康・運動面で長所あり とした保育所は95．5％と

全体に近い。園児の精神。心理面でも88』6疹と高く，園

の管理面では61．4％と低くなる。しかし，大規模園では，

管理面においても殆んどの保育所が長所ありとしている。

　一方，短所ありと回答した保育所は，逆に管理面が最

も高い割合で70．5％に及び，一方園児の健康・運動面は

25．0彩と非常に低く，精神・心理面ではわずか．5．7％に

すぎなかった。大規模園では，短所ありと指摘する保育

所の割合は全体の平均よりも高く，管理面では殆んどが

短所ありとしている。

　具体的に，まず健康・運動面でみると，多くみられる

のは，芝生や草地との手，足，体幹の接触がもたらす刺

戟，感触の良さが，はだしの活動・のびのびとした全身

運動を促進すること，並びに1このような環境が，打ち

身，すり傷，落下による打撲などさまざまな怪我や危険

に対する緩衝となっていることについて，いずれも半数

の保育所が長所として指摘している。これらの環境や活

動が健康増準や予防に良いこと，並びにとくに0歳児や

年少児が，外気や日光を十分に浴びながら，遣い這いや

全身を使った自由な動き，くっろぎを体験できることが・

健康，運動面に良いことについて，4分の1の保育所が

長所として指摘している。他方，健康。運動面の短所を

みると，芝生の手・足への不快さや痛みを伴う刺戟ま

た，芝生のすべりやすさ，走り出す際のつまづきやすさ

など危険性や怪我の可能性，さらには，以上のような理

由で，また芝生と土とが連続性をもたぬために，かえっ

て湾動が制限され・のびのびとした活動的な遊びができ

ないこと，など長所と対比的なものが指摘されている。

　っぎに，精神・心理面でみていくと，芝生や草地との

手，足，体幹の接触あるいは緑色中心の視野がもたらす

刺戟，感触の良さが，心理的，情緒的な安定や，憩い，

くつろぎの雰囲気をもたらすとして・長所面を指摘した

保育所は，90％以上にのぼった。また，自然の植物・動

物とのふれあいや，これらに馴染むことにっいて，3分

の1の保育所が長所ξレて指摘している。怪我や汚れへ

の不安がないこと，はだしの心理的効用，乳幼児の心理

面へのプラスの影響などを指摘している保育所もみられ

た。一方，芝生環境が情緒的に不安感をもたらすと指摘

する保育所はきわめて少ない。

　園の管理面では，表11でみたとおり，・長所ありよりも

短所ありが多く，短所ありの割合も最も高かった。とく

に，芝生の管理（除草，刈込み，散水，施肥，点検，掃

除）にかかわる労力，及び管理に必要な経費の面で，短

所として指摘する保育所はほぼ全園に近い割合でみられ

た。中でも労力に関して指摘したものが最も多い。これ

に対し，労力を余り必要としないという長所面を指摘し

た保育所は4分の1強であった。むしろ長所としては，

土曹砂ぼこりが立たない，清潔である，衣服が汚れない

など，芝生を植えはじめた理由のその他（r防ぐ』観点か

らのもの）に該当するものが指摘されている。さらに，

芝生があることにより，保育所の景観や立地状況が，自

然に恵まれているという印象を与えることも，管理面の

長所としてあげられている。

　芝生め管理の方法についてみると，業者昏の委託，職

員の労働，、』保護者会や父兄の協力，団体・個人の協力・

無料奉仕など，さまざまな方法によって行われている。

全体の72．3％の保育所において，職員が何らかの方法で

芝生の手入れにかかわっている。

　自然芝にっいて，その管理に要する経費をみると・表

12のとおり，回答のあった約半数の保育所の過半は経費

をかけていない。年間の経費は，最低500円から最高

40，000円までの幅があり，私立の方が公立よりも平均的・

に高い経費をかけている。大規模園では，経費が無料と

いラ回答のあった保育所は一園もなく，小・中規模園よ

りも，経費面でやや負担の高い傾向がみられた。

表11芝生があることの長所と短所 （％）

長　　所　　あ　　り 短　　所　　あ　　り

公　立 私　立 計 大規模園
再掲） 公　立 私　立 計 大規模園

再掲）

園児の健康・運動面 43（93．5） 41（97．6） 84（95．5） 23（95．8） 10（21，7） 12（28，6） 22（25，0） 10（41，7）

園児の精神・心理面 40（87．0） 38（90．5） 78（38．6） 21（87，5） 2（4．3） 3（7，1） 5（5．7） 1（4，2）

園　の　管　理　面 28（60．9） 26（61．9） 54（61．4） 23（95，8） 36（78．3） 26（61，9） 62（70，5） 23（95．8）
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1

－QOo
2

％

園児の運動・健康面の長所 園児の運動・健康面の短所

1　手・足への刺戟・感肱はだしによい 難漁1懸戴強鍵鰯・52．2 1　足のウラや尻への刺戟で痛がる，坐りたがらない 4．5

2危険や怪我が少ない 繍騨 綴489 2　危険性や怪我の心配がある ㎜醸 i3．6

3　のびのびとした全身巡動が可能である
＝肖乙

　鵬屈鯉35．2 3　芝生のために身体の動きが制隈される 購＆0
4健”の増進予防に良い 配 250

5　0歳児，年少児の保育に良い 翻鞭 25．0

6　霊内的遊びが可能である ∫・　6β 6　整内的なおとなしい遊びになる 淫 5，7

7活動的な遊びに良い
灘5，7苫

7　活動的な遊ぴができない 蘇や韓11．4

8　緑色が目の健康に良い 5．7

9　土との対比を活用できる ・ヤ5．7 9　土を便った遊びができない 23

10　その他
ウ

4，5 io　その他 監，1

園児の精神。心理面の長所 園児の精神・心理面の短所

惰緒の安
に良い

丘　緑の雰囲気が心理的に安定させる 艦難1謙鑑灘灘灘51．1

情緒不安

をもた

す

1　芝生に抵抗感を示す子がいる 】．1

2憩い，くつろぎの場となる 灘薯懸．27．3 2　開放的になりすぎる 匠1理

3　発散，開放の場となる 韻・謝5．9 3　季節によって庭に入れず欲求不満になる 華4．5

計
…馨

響難購 計 羅68

4　自然に親しみ馴染む 鵠』’ 瀟欝3塵．8 4　虫をこわがったり，いやがったりする子がいる i．1

5　怪我や汚れの不安がない 響嚢難更9．3

6　はだしが惟「緒面に良い効果をもたらす
博

4、5

7　0歳児，年少児の保育に良い 3．4

8　土との併用が心理的効果を増す 1．互

園の管理面の長所 園の管理面の短所

労力を余

必要と

ない

1　芝生の生長力・生命力が強く，除草などの手入

れをあまりしなくてよい

縣鍵 鯉葦i27．3

労力・経蔵

要する

1　除草。刈込み。敏水・肥料まきなど 醐 難垂灘騨蕪鞭63，6
2　危険物・汚物の点検・描除 鱗灘2廷．6
3　機具の購入・補修，肥料の経費 雛旦α2

計
難灘鍵27，3

計 …講羅欝鐸繍難
4　生えにくかったり，枯れやすかったりする所ができる 髄、U，4

5　雨の時もぬかるみや水たまりができない
1｛

．7

5　雨上り，朝露などの時ぬれて遊べない 霜5．7

6　衣服が汚れない P聞0．2 6　枯れ芝が衣服について処理に苦労する 蟻＆7
7　土・砂ほこりがたたない，清潔である 謹　　i葬難轟38．6 7　土。砂がたまる 3．4

8　石灰まき，ライン引きができない 2．3

9　自然に恋まれている 縣難細7．0 9　害虫が発生するなどの問題がある 互，1

図7　芝生があることの長所と短所（％は，回答のあった園の全数に対する割合である）
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網野他：保育環境の効果に関する研究

表12　自然芝の管理に要する年間経費
（％）

公　　立 私　立 計
大規模園

再掲）

0　　円 16（34β〉 8（19，0） 24（27．3） 0（0．0）

～　1，000 1（2，2） 0（0、0） 1（　1．1） 1（藍．2）

～5000 5（10．9） 2（4．8） 7（ 8つ〉 3（i2，5）

～10，000 0（0．0） 5（1L9） 5（5，7） 5（20．8）

～20，㏄0 3（6．5） 3（7．1） 6（　6．8） 1（4，2）

20，0DO～ 2（4．3） 3（7，1） 5（5．7） 2（8，3）

N　A 19（41．3〉 21（50，0） 40（45．5） 12（50，0）

計 46（100．0） 42（99，9） 88（100．1） 24（100ρ）

　11，今後の芝生利用

　以上のような実情を背景として，今後の芝生利用にっ

いての希望をまとめたものが，衷13である。

　N．A．を除き81．7彰の保育所は，芝生は景観だけでは

なく保育上必要であり，今後も続けたい，という積極的

な希望を示した。廃止する可能性を含んでいる保育所は

10％に満たなかった。とくに大規模園では，稜極的希望

を示した保育所は86．4％に及び，廃止の方針をたててい

る保育所は1園もみられなかった。

w　考　察

　1．芝生の園庭を有する保育所の特性

　芝生の園庭を有する保育所の割合は，全国的には12．6

％1）と少数である。これらの保育所を対象として行なっ

た今回の調査では，芝生の園庭を有する保育所の地域特

性はとくに認められなかった。気候条件によって偏るこ

とはなく，全国的に分布している。九州地区とともに北

海道・東北地区が最も多くみられる地域に含まれている。

　むしろ，定員の規模，敷地面稜・園庭面積の規模によ

表13今後の芝生利用

る特性の方を注目する必要がある。即ち，芝生の園庭を

有する保育所は，おおむね定員規模は小さく，敷地面積，

園庭面積が広いところに多くみられる。このような特性

をもつ保育所が芝生園庭あるいは芝生保育の指向が高い

ということが言える。

　2，芝生園庭の状況

　芝生面穫の平均は，322．5㎡であり，400㎡以下の園

が全体の4分の3を占めている。また，園庭の半分以上

が芝生となっている園は・全体の5分の1に過ぎず・芝

生部分のみでは園児の活動範囲は十分ではないように思

われた。

　この点で，園児ひとり当りの芝生面積を算出してみた

ところ，3・3㎡以下の広さの園が全体の60％を超え，平

均のひとり当り芝生面積は3．85㎡であった。その範囲は，

最小0．1㎡と園庭としては全く活用し得ないものから，

最大3L6㎡とかなり余裕のあるものまで・きわめて多様

な状況はみられたが，全体的には芝生部分のみでは不十

分で，その活動範囲が制限されると考えられる。この点

は，とくに年長児の活動面で影響があるのではないかと

考えられた。

　芝は，90％以上の保育所で自然芝を用い，人工芝のみ

のところはきわめて少なかった。 自然芝の場合，四季を

通じて膏々と茂っている場合もあるが，80％以上の園で

は春季から秋季まで膏く，冬季は枯れた状態にある。芝・

生を植えはじめた理由としては， r保育に利用したい1

と考えた園が71．6％にのぼったが，景観のみならず，保

育効果の点からも相違が生じる。この点で， 芝生園庭と

土園庭での園児の活動や選好性の特徴，相違を確かめる

こととした。

　3．芝生保育の特徴

　芝生園庭での遊ぴと土の園庭での遊びには相違がある

とする園は，全体の4分の3に及んだ。その特徴め第1

は，屋外において室内的遊びを構成するIndooで一一Like

（％）

公　立 私　立 計 大規模園
再掲）

景観だけでなく保育上必要であり，今後も続けたい 34（81．0） 33（82．5） 67（81，7） 19（86、4）

景観上植えているので，今後も続けたい 4（9．5） 3（　7．5） 7（8．5） 1（4．5）

今後も続けたいが，事情によってはやめてもよい 2（4．8） 3（7．5） 5（6．1） 1（4．5）

今後も続けるのには苦労も多く，できることならやめたい 1（2．4） 1（2．5） 2（2，4）
1（4．5）’

もうやめるつもりである 1（．2．4） 0（0．0） 工（　L2） 0（0．0）

計 42（100，1） 40（100．0） 82（99．9） 22（99，9）

N．A．を除く
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Playが，土園庭での遊びよりも非常に多くみられると

いう点であり，その第2は，汚れを気にせず，伸ぴのぴ

と全身を移動させ，回転させることにみられるParしial

Movement　Playが，土の園庭での遊びと相違すると

いう点である。また，第3に，芝生，草，昆虫など自然

や動・植物とのかかわりの多いPlay　with　Natureの

多いことがあげられる。

　このような点は，冬枯れの時季を除き，乳幼児の保育

に多かれ少なかれ影響を及ぼしているが，しかし，園庭

全体が芝生によって占められている園は少なく，むしろ

土園庭の長所をも活用しながら，上述のような特徴が有

効に影響することが望ましいと考える。

　芝生園庭を好んで利用する園児は，おおむね0歳児が

最も高く，年齢とともにその割合は低下している。乳児

及ぴ年少幼児にとって，芝生園庭の環境は，上述の3つ

の特徴とあわせ，注目すべきことであろう。また，大規

模園では，その4分の3の園が5歳児においてもほぼ全

員が芝生を好んで利用している状況がみられ，芝生空間

の豊かさは，芝生選好を促進していることが示唆される。

　4，芝生があることの長所と短所

　以上のような特徴をもっ芝生園庭の環境が，園児の健

康・運動面，精神・心理面並びに園の管理面にもたらす

長所と短所にっいてまとめると，つぎのようになる。

　まず健康・運動面では，長所ありとした保育所は95．5

％に及び，その重要性は芝生園庭をもつ保育所に等しく

認められるところである。芝生や草地との手，足，体幹

の接触がもたらす刺戟，感触の良さが，はだしの活動を

促進させ，土園庭では制限されやすい回転，側転，伏臥

位を含む多様な全身運動を可能にさせている。また，芝

生環壇は，打ち身，すり傷，落下による打撲などの怪我

や危険に対する緩衝ともなっている。さらに，0歳児や

年少児が，屋外で外気や日光を浴び，這い遭いその他の

移動運動がしやすいことも，その長所として十分に考慮

に値するものである。

　一方・健康，運動面において短所ありとした保育所は

25．0彩と非常に低い。しかし，その内容は上記の長所の

内容と対比的なものが多い。即ち，芝生の感触が痛みや

不快さをもたらすこと，芝生のすべりやすさ・走り出す

際のつまづきやすさなどの怪我の危険性があること，ま

た，芝生と土との不連続性が，活発な遊びや運動を制限

すること，などが少数ではあるが指摘されている。

　精神・心理面においても，長所ありとした保育所は88．6

％に及び，逆に，短所ありとした保育所はわずか6％に

も満たなかった。芝生との接触，緑色中心の視界が，心

理的，憐緒的安定や，憩い，くつろぎの雰囲気をもたら

す点が，最も重視される。自然，動・植物との接触の多

さ，怪我や汚れへの不安，不快のなさ，はだしの心理的

効果なども無視できない。

　健康・巡動面，精神・心理面あわせて考えると．年齢，

性及び活動性の点で考慮すべきことがある。それは．芝

生園庭でよくみられる遊びとしてあげられていたln－

door－Like　Playは，乳児や年少幼児にとって，また

女児グループにとっては長所として考えられる内容をも

ち，年長児になるにしたがい，とくに男児にとっては，

芝生園庭が活動を制限させる環境として短所の面と結び

つく部分が生じてくる，という点である。

　一方，園の管理面では，逆に短所ありとする保育所が

70％を超え，長所ありとする保育所は，それよりも低く

60％強であった。園児の保育という点では，上述のよう

な長所が多くみられるにしても，除草，刈込み，散水，

施肥，危険物の点検，掃除など，芝生の管理に要する労

力，経費は，芝生園庭をもつ保育所に共通に認められる

ものであった。なお，管理面において，汚れ，塵埃，不

潔などを防ぐ上での長所，また景観の良さなども指摘さ

れていることも見過せない内容であった。

　5．芝生園庭と保育

　今回の調査を通じ，芝生園庭を有する保育所の90％以

上の園が，今後も芝生を利用したいとしている。とくに

景観上だけではなく，保育上必要であるという理由で，

今後も芝生利用を考えている園が殆んどであった。管理

面の短所をはじめ，労苦や問題点・課題が残っている中

で，このような稜極的な指向がみられた。芝生の平均面

積322．5㎡を超え，且っ園児ひとり当りの芝生の平均面稜

3，85㎡をも超える大規模な芝生園庭をもつ保育所におい

て，おおむね芝生園庭を積極的に活用している傾向がみ

られたことからも，保育上のプラスの影響が，これらの

高い評価と結びついていると考えられる。今後なお，さ

まざまな問題点に検討を加え，芝生園庭を有する保育所

の，芝生保育に関する積極的な指向について，とくに保

育効果について分析，考察を加えていきたい。

1）日本保育協会r保育所健康・安全管理実態調査」

　日本保育協会，1984

2）網野武博，丸尾あき子，金子保ほか「保育環境の効

　果に関する研究一芝生保育が乳幼児の健康及び発

　達に及ぼす影響に関する研究　第1報」日本総合愛育

　研究所紀要第20集，1985

3）橋本勲ほか「はだし保育が乳幼児の健康及び発達に

　及ぼす影響に関する研究一幼児の運動量が土踏ま

　ず形成に及ぼす影響に関する研究」国立栄餐研究所研

　究報告　33，1984
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網野他：保育環境の効果に関する研究

芝生保育に関する調査票

　次の〔内には，字句また1ま数字を記入し，選択肢にはいずれかひとつあてはまる数字に○をつけて下さい。ま

た，（）内には実情，ご意見などを自由にお書き下さい。

＜1＞　定員（昭和59年度　　人）

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 計

〈2＞面積（㎡）

敷地面積 建物延面積　　園庭の面積 芝生の面積

＜3＞　芝生を植えはじめた年月とその理由

　①昭和　　　年から
　③　1　保育に利用したいと考えたため

　　　2　景観をよくするため

　　　3　その他（
）

く4＞
　①

②

芝生の品種と生育の状況

芝生の品種名　1　自然芝（

　　　　　　2　人工芝
1　四季を通じて青々と茂っている。

2　春季から秋季までで，冬は枯れている。

3　いっも生育はよくない。

〉

＜5＞
　　1

　　2
　　3

芝生の植え込みの状況

園庭全体に芝生を植えている。

園庭の一部に芝生を植えている。

園庭とは別のところに芝生を植えている。（

　　　　　　と

その場合，園児を芝生のあるところに，自由に出入りさせていますか？

　　　　　1　させている　　（

　　　　　2　させていない（

）

＜6＞　芝生とはだし

　　1　芝生には靴で入っても，はだしで入ってもかまわない。

　　2　芝生には，はだしで入らせる。

　　3　はだし保育を行っているので，芝生や土などとくに区別していない。

〈7＞　芝生での遊びと土の園庭での遊びの相違

　　1芝生と土の園庭では遊び方がちがう・（ ）
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2両者鰯まりちがいはみられない・

＜8＞　芝生を好んで利用している園児の割合（年令別に該当する欄に○をつけてください。）

ほぼ全員 半数以上 半数以下 利用しない

0歳児
1歳児
2歳児
3歳児
4歳児
5歳児

）

く9＞　芝生があることの長所と短所（自由にお書き下さい。）

長　　　　　　　所 短　　　　　　　所

　　①
児の健康

運動面

　　②

児の精神

心理面

　　③

の管理面

＜10＞　芝生の管理

　　①手入れ1非常な労力を要するが，職員が手入れしている。

　　　　　　　2　非常な労力を要するので，業者にお願いしている。

　　　　　　　3　あまり手間がかからないので，時々職員が手入れしている。

　　　　　　　4　ほとんど手入れしない。

　②　経費　　　年間約（　　　　　　）円

＜11＞　今後の芝生利用

　　1　芝生は景観だけでなく保育上必要であり，今後も続けたい。

　　2　芝生は景観上植えているので．今後も続けたい。

　　3　芝生を今後も続けたいが，事情によってはやめてもよい。

　　4　芝生を今後も続けるのには苦労も多く，できることならやめたい。

　　5　芝生はもうやめるつもりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入者のご氏名
　　　　　　　　ご協力大変ありがとうございました。　　　　　　　　　　職名
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The Effects of Lawn Playground in Day Nurseries on the 
Health and DevelOpment Of Children 2 

Takehiro AMINO, Akiko MARUO, 
Tamotsu KANEKO, 
Isao HASHIMOTO, Tomi TSUKAHARA, 
Hajime KANEKO, Yoshiko KAWA~(AMI, 
Fujiko ONO, Hidemaru MORl, 

Minoru OHKUBO 

This is the second report of the stl]dy on the effects of lawn play ground in day nurseries 

exerted on the health and development of children. 

Through" The survey on the day care in the lawn playground ': we found the present actual 

situations in reference to the day care in the lawn playgrownd. 

This result was obtained from 88 day nurseries- 46 public and 42 private, which accounted 

for e8,2 % of 129 subjeet nurseries. 

The nurseries which turfed the lawn in their playgrounds ranged widely from the semicold 

area like Hokkaido Pref. to the warm area like Kyushu Pref. Having a small capacity, and 

yet having wide site and playground area were the characteristics of these nurseries. 

The average area of lawn playground was 322.5 Il~, and its average area per child was 3S5 nf 

Ninety per cent of these nurseries turfed natural lawn, so most nurseries left grasses hiber -

nated in the cold season 

" 
o take advantage of lawn playground for child care " showed the highest rate of the rea-

son(71~~%) And playing in lawn differed in three types of plays- ILP rlndoor- Iike play) , 

PMP (Partial movement play ) and PN (Play with nature), which were more seen than in 

non- Iawn playground . 
Infants under I year of age prefeied the lawn playground to non-lawn playground the 

most, and the older the children became,the less they prefered it. The merits of lawn play-

ground which were pointed out by most nurseries were; (1) Comfortable stimulation by touch-

ing green grasses with eyes, hands, bare feet and bodies promoted natural xnovement like 

sitting or turning down, rolling on and full body movement whioh were to some extent re-

stricted in non-lawn ground. (2) Furthermore, this eomfortable stimulation brought about 

emotionally and psyehologically sound condition, (3] Gra$ses prevented children from danger 

n ries partieularly getting bruise and abrasion. (4) Infants at an early age could have 
or ; Ju 
many opprtunities to bathe in the sun or in fresh air out of doors, 

As for the ma~agement of the nurseries with lawn playgrounds, it was considered it had the 

advantage of keeping out dust and keeping on fine sight , while it was pointed out it had such 

demerits as wasting energy and money for the maintenance of lawn. However, more than 90 % 

of all these nurseries ho,ped to keep lawn playground circumstances because it was necessary 

for the day care. 
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